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労働安全衛生

当社は、「労働安全衛生方針」を定め、ISO45001に準拠した「労働安全衛生マネジメントシステム」を構築・運用し、
従業員が安全・安心に働ける職場づくりに取り組んでいます。

安全衛生への取り組み

貢献する
SDGsの目標

労働安全衛生方針
（PDF 341KB）

労働災害ゼロの達成に向けた活動

安全活動事例

　2022年度は、鷲宮事業所で1件の不休災害が発生しました。毎
年の目標として労働災害ゼロを掲げておりましたが、未達成の結
果となりました。
　過去に発生した労働災害が繰り返し発生した事態を重く捉え、
過去の事故事例およびKY事例などで抽出された危険源を見直
し、対策の妥当性・有効性の再検証を行うことで、労働災害の防止
に繋げていきます。

　2022年度は、休業災害は発生せず、休業1日以上の度数率お
よび強度率は「0」を維持しました。
　今後とも、休業1日以上の度数率・強度率を災害発生時の指標
として取り入れ、監視していきます。
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■ 労働災害の指標

■ 労働災害発生件数

　敷地内でフォークリフトと歩行者の接触事故を予防
するため、「フォークリフトの通路」と「歩行者の通路」
を色分けし、通路が交差しないことで安全を確保して
います。また、フォークリフトが工場の出入り口を通過
する際は警笛を鳴らし、歩行者に注意喚起しながら安
全運行に努めています。

■ フォークリフトと歩行者の接触事故を予防する取り組み 〈フジケミカル〉

　従来、製品の充填は手作業で行っており、特に充填本数が多い
場合に担当者に心理的負荷がかかっていました。
　このウエイトチェッカーの導入により、「充填量の確かさ」「充填
本数の確かさ」「時間当たりの処理量」の自動で確認が可能にな
り、担当者の心理的負荷を軽減することができました。

■ ウエイトチェッカーの導入による心理的負荷の軽減 〈藤倉化成 佐野事業所〉

　ハンドリング装置のドラムリフターには、操作者を保
護する金属性カバーを取り付けていますが、ワイヤー
の突き出し箇所があるため接触すると切れ・こすれの
労働災害を起こすリスクがありました。対策として、突
き出していたワイヤーを切断し、労働災害が起きない
よう改善しました。

■ ドラムリフターワイヤー突き出し箇所の改善 〈フジクラカセイマレーシア〉

　屋外で行う配送エリアは大量の原材料および製品
を取り扱っていますが、有害物と接触事故を起こした
場合、工場内に行かなければ洗眼設備やシャワーがな
く、敏速な処置が行えませんでした。屋外にポータブ
ルの安全シャワーを設置することで、速やかに処置が
行えるようになりました。

■ ポータブル安全シャワーの設置 〈フジケム ソネボーン〉

　撹拌工程で、作業エリアに有機溶剤臭を拡散させな
いよう局所排気を使用しています。局所排気のフレキ
シブルホースが正しい位置にセットされていないと、
効率よく有機溶剤臭を室外に出すことができません。
不安定だったフレキシブルホースを、専用の治具を製
作し固定することで、効率的に局所排気を使用できる
ようになりました。

■ 局所排気フレキシブルホース固定方法の改善 〈フジクラカセイ タイランド〉

　当社では毎年、KY活動を展開しています。2022年度も全社で500件のKYを抽出（前年対比99%）し、事業所ごとに安全衛生に関する
潜在リスクの低減に取り組んでいます。
　従業員一人ひとりの危機意識をボトムアップし、継続的に潜在リスクを低減することで、労働災害ゼロを目指します。

■ KY（危険予知）活動

　化学物質を取り扱う際、作業者が直接触れたり、ばく露しないよ
うに適切なリスクアセスメントに基づく保護具を着用しています。
さらに個人ばく露測定を行い、現状作業の問題点を抽出するな
ど、工程ごとに改善活動に取り組みました。その結果、個人ばく露
濃度を57%削減することができました。

■ 化学物質ばく露の低減活動〈藤倉化成 名古屋営業所〉
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